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古紙配合率 100、白色度 77％
再生紙を使用しています

　オリンピック競技になり、注目度が上がっているスケートボ
ードと BMX。実はオリンピック選手も練習に来るスケートパ
ークが飛騨市にあるのはご存じですか？今回は河合町にある
Simjah Skatepark（シムジャスケートパーク）代表の吉田将さ
んにお話を伺いました。
　吉田さんは古川町生まれ。高校卒業後は東京の学校に行
きましたが、家業を継ぐために飛騨に戻って来ました。
　趣味のスケートボードは中学生の頃に友達の影響で始め
ましたが、当時は部活が忙しく、なかなか時間を作ることがで
きませんでした。高校３年生の部活引退を機に再開。東京で
も続け、飛騨に戻って来てからも高山の緑地公園で滑り、気付
けば仲間もたくさんできました。
　次第に『安全に気軽に滑れるスケートパークがあったら…』
という思いが芽生えた吉田さん。仲間と一緒に『飛騨市小さな
まちづくり応援事業』に応募したことがきっかけで、河合の旧
羽根体育館を借りることができ、ほとんど手作りで、仲間たち
と本格的なスケートボードパークを作りあげました。
　利用者は全国各地から評判を聞いて集まってくれているそ
うで、初めての方にはレンタルを行い、乗り方も吉田さんたち
が教えながら一緒に滑ることもできるそうです。
　吉田さんは家業の他に、ゲストハウスの運営もやっていま
す。社宅として使っていた物件の活用について、宿を経営して
いる友人に相談したところ、「ゲストハウスにしたらいいんじ

ゃない？」という提案をもらいました。経営についても、将来の
為に勉強したいと思っていたタイミングで、なにより友人が楽
しそうに宿経営をしている姿に憧れ、2019 年、古川に『ゲスト
ハウス chakra（チャクラ）』をオープンさせました。
　しかしコロナの影響で難局に立たされます。次の一手を考
えた時、『これからはワーケーション（ホテルなどの休暇先で
仕事を行うこと）や移住が増えるのでは？』と思い、『宿を活用
して、飛騨で暮らすように滞在してもらうことで、滞在拠点や移
住のきっかけになったら…』と考えました。そんな時に市役所
から移住コンシェルジュの話があり、今年の４月に就任。市に
問い合わせのあった移住検討者に、市内を案内したり、市民目
線のリアルな生活情報を紹介する活動もスタートさせました。
　また今年の春には「家を建てたい人」と「飛騨の匠」をつな
ぐマッチングサービス『匠の御縁です』を立ち上げました。こ
れは吉田さん自身が家を建てようと思った時、誰に何を相談
していいのかわからず悩んだことがきっかけだったそうで、設
計士さん、大工さん、職人さんと直接つながる事ができる、新
しい家の建て方の選択肢になるようなサービスです。
　何よりも地元が好きで、「飛騨を盛り上げたい！」と次々楽し
い事業を展開する吉田さん。「新しいことを始めるのは大変な
ことも多いですが、各事業にいいパートナー、仲間がいるの
で、なんとか乗り越えられています。今後は、一つ一つ成果を
出していきたい」と笑顔で語ってくださいました。


